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紹介内容 目次

１．システムの概要

３．15ｍ未満の橋梁の新調書出力

２．15ｍ以上の橋梁の新調書出力

簡易点検や写真データからの出力

登録データベースからの作成
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・国土交通省道路橋定期点検要領（平成２６年６月）に

対応する目的で作成したシステムです。

（１）システムの概要（その１：目的）

対象橋梁

１） 15ｍ以上の橋梁

BMStarのデータベースに登録された橋梁

（諸元データ、点検データ、損傷写真データ等）

２）15ｍ未満の橋梁

簡易点検等でエクセル等で整理された橋梁

（諸元データ、点検データ、損傷写真データ等）
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（２）システムの概要（その２：フロー）

Ａグループ橋梁 or Ｂグループ橋梁
管理事務所の選択

点検年度（範囲）の指定

出力方法の指定（エクセル、ｐｄｆ）
該当橋梁名を一覧表示

調書を作成する橋梁の選択

調書の出力

システム起動

システム終了

調書の出力

システム起動

システム終了

調書の出力

システム起動

出力方法の指定（エクセル、ｐｄｆ）
該当橋梁名を一覧表示

調書を作成する橋梁の選択

システム終了

調書の出力

システム起動

15ｍ以上の橋梁 or 15ｍ未満の橋梁
管理事務所の選択

点検年度（範囲）の指定

出力方法の指定（エクセル、ｐｄｆ）
該当橋梁名を一覧表示

調書を作成する橋梁の選択

システム終了

調書や中間ファイルの出力

システム起動

該当しない橋梁
はグレー表示

右側起点の写真に対応
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（３）システムの概要（その３：チェック）

・データの不整合をチェックする機能がある

・“不整合データ.txt”に不整合の内容が記載される

・“橋梁番号_路線名_橋梁名“毎に作成される

例） 300000001_国道104号_Ａ橋

Ｅ-○○○○ ： エラーメッセージ

W-○○○○ ： ワーニングメッセージ
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（４）システムの概要（その４：健全度評価方法）

・健全度の点数から、部材を構成する各要素の点検結果
をⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの評価に分類する。

0＜ 健全度 ≦ 1.5 → Ⅳ

1.5＜ 健全度 ≦ 2.5 → Ⅲ

2.5＜ 健全度 ≦ 3.5 → Ⅱ

3.5＜ 健全度 → Ⅰ

・部材の健全度は以下の３つのオプションから計算する

●最悪値(初期値） ○最頻値 ○平均値
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（５）システムの概要（その５：健全度評価例）

例：主桁３本で15要素のそれぞの評価例を示す

頻度の場合平均の場合

最悪値の場合
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（６）システムの概要（その６：中間ファイルその１）

・調書作成時、その内容を中間ファイルに出力する。

（中間ファイル．ｃｓｖ → 編集・リネーム）

・中間ファイルを編集し、修正を反映した調書が作成可能

（例えば主桁で、同じ健全度の要素が複数ある場合

写真等を再選択した出力が可能）

システム終了

調書の出力

システム起動

中間ファイル．ｃｓｖ
（中間ファイル_1．csv）
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（７）システムの概要（その７：中間ファイルその２）

・調書作成時、部材および橋梁の健全度の結果を中間
ファイルに出力する。 （橋梁一覧表．ｃｓｖ）

・橋梁一覧表ファイルを利用して健全度に着目した作図や
作表が可能

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

ⅠⅡ

Ⅲ Ⅳ
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（８）システムの概要（その８：出力先フォルダー）

・結果ファイルは￥Ｏｕｔｐｕｔ¥Report2のフォルダを作成

し、その下に更に、年月日時間のフォルダーを作成して

その下に作成する

￥ＢＭＳ

-￥Ｏｕｔｐｕｔ

-￥Report2

-￥201504100900 ： 2015年4月10日9：00のフォルダ

-￥201504100901 ： 2015年4月10日9：01のフォルダ
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（９）システムの概要（その９：出力ファイル名）

・エクセルやPDF出力は個々の橋梁毎に作成され、ファイ
ル名称は、以下のように出力される

路線名_橋梁名.xls （個々の橋梁毎に作成）

路線名_橋梁名.pdf （個々の橋梁毎に作成）

・PDF出力は個々の橋梁の結果を統合したファイルを作成
して以下のファイル名称で出力できる

管理事務所名_点検調書.pdf
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（１１）システムの概要（その１１ ：テンプレートファイル）

・以下のテンプレートファイルを用意し、項目(1)～(31)へ

データの書き込みを行う。（ 点検要領記録様式.xlsx）
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15ｍ以上の橋梁の新調書出力

登録データベースからの作成
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（１）データの取得（その１）

データベースファイルの以下のテーブルデータから取得

￥ＤＢ － BMS_橋梁台帳.mdb

BMS_点検・対策.mdb
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（２）データの取得（その２）
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（３）入力データ例

橋梁諸元テーブル（抜粋）

損傷写真（抜粋）
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（４）出力例（様式１）
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（５）出力例（様式２）
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15ｍ未満の橋梁の新調書出力

簡易点検や写真データからの作成
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（１）以下に示すフォルダー構成にデータを作成

15ｍ未満の
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（２）簡易点検エクセルの作成
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（２）写真データの命名規則

例：
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本ソリューションに関するお問い合わせは

こちらまで。

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

科学システム事業部 科学システム開発部

建設システム課 ＢＭＳｔａｒ担当

E-MAIL : bmstar@ctc-g.co.jp

URL : http://www.engineering-eye.com/BMS/index.html

TEL : 03-6203-7379


